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Ⅰ．はじめに
　本論文は，平成25年度～27年度科学研究費補助金
研究「小学校の学年別・文種別指導文型の設定と指
導方法の開発」課題番号（25381160）の一環として，
平成26年度に取り組んだ研究の結果をまとめたもの
である．
　本研究では，小学生の作文に要する文型を選び
出すことと，それぞれの指導学年および題材・文
種を設定すること，そして指導上の留意点を明ら
かにすることに取り組んでいる．そのために，文章
表現力全般を「説明型」「説得型」「語り型」の 3 種
でとらえる全米教育省の学力調査（NAEP）の考え
方を採用している．平成25年度は，小学生の日記
資料や平成23年度版の小学校国語教科書（東京書
籍）の記述，先行研究の文献からできるだけ広く
文型を収集し，機能・例文とともに一覧表（以後

「論文 1 表 1」とする）に整理した．さらにこの論
文 1 表 1 の文型を，平成17年度版の小学校国語教科
書の説明的文章教材本文コーパスと照合し，「説明

型」の文種（Informativetype）と「説得型」の文
種（Persuasivetype）に用いられている文型に絞り
込んだ．絞り込んだ一覧表（以後「論文 1 表 2」と
する）と論文 1 表 1，指導学年・指導文種に関する
考察は，東京学芸大学国語国文学会編『学芸国語国
文学』第46号（平成26年 3 月15日発行）に掲載され
ている．
　平成26年度は，残る 1 種である「語り型」の文
種（Narrativetype）について同様の調査を実施し
た．文型収集の対象としたものは，「語り型」の文
種の特徴である生活叙述を含むと考えられる資料で
ある．具体的には，小学校国語教科書の生活作文教
材の児童作文例本文，話すこと・聞くこと教材の生
活叙述部分，読むこと教材のいわゆる「学習の手引
き」部分にある感想や話し合いの様子などの記述
である．教科書は東京書籍，教育出版，光村図書
の 3 社に絞った．この 3 社で実際の採択の90％以上
になるからである．なお，東京書籍については，論
文 1 表 1 でも対象としているが，「説明型」および「説
得型」の文種に限って収集した．一方，平成26年度
は「説明型」や「説得型」の文種は除き，代わりに

「語り型」の文種（生活叙述）を広く収集した．
　本論文の表 2－⑴～⑶は，この収集結果を，まず

「機能」ごとに整理し，次にその中を「教科書」ご
とに整理し，さらにその中を「学年」順に整理した
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ものである．機能番号と文型番号は論文 1 表 1 と合
わせてあるが，論文 1 表 1 は紙幅の都合で割愛する．
　以下に，この表 2 から読み取れることと，指導
学年の判断を述べる．この他に，本研究では各文
型を使用する作文指導の題材と文種についても考
察するが，本論文では紙幅の都合で割愛せざるを得
ない．これについては次年度の研究成果をまとめる
際に含めることとする．なお，指導学年の判断に当
たっては，今回の教科書掲載箇所の初出学年に論
文 1 表 1 で収集した資料の学年を参照し，提出が早
い学年を指導開始可能学年として示す．

Ⅱ．データの分析と指導学年の判断
1．全体傾向の考察
　まず，全体的傾向から述べる．今回収集した文例
の数は，東京書籍141，教育出版177，光村図書187，
合計505である．前回調査の論文 1 表 1 では，53機
能・169文型を収集したが，今回はこの中のいくつ
かの機能・文型が収集できなかった．また逆に，新
たに収集した機能・文型もあった．その詳細は以下
の表 1 の通りである．

2．機能・文型ごとの考察
⑴　新規機能・新規文型
　本論文の表 2 の順番に個別の機能・文型について
考察する．まず，新規機能・新規文型についてである．
新規機能は東京書籍から14，教育出版から29，光村
図書から30，合計73文例を収集した．これは前掲の
表 1 の通り，機能35種，文型44種である．指導開始
可能学年の判断材料は，今回の教科書掲載学年以外
にないため，暫定的に各社の掲載学年のうち初出の
学年とする．
⑵　既存機能とその既存文型及び既存機能とその新

規文型
●機能番号 1「授益」
　東京書籍 0，教育出版 4，光村図書 2，合計 6 文
例を収集した．文型数は，既存の 1 番と新規 2 種
の合計 3 である．新規文型は 2 文型 4 文例である．
学年判断は，新規文型の「～てやりました．」につ
いては初出が 1 年生で他の資料がないためこのま
ま 1 年生とする．また新規文型の「～のために（の）
～」も今回の教科書掲載の 4 年生初出をそのまま指
導開始可能学年とする．既存の 1 番の「～てあげ（た
い～）」は，教科書初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の

日記の学年が 1 年生であることから，1 年生とする．
●機能番号 2「受益」
　東京書籍13，教育出版 5，光村図書11，合計29文
例を収集した．文型数は，既存の 2 番と 3 番の 2 種
で，新規文型はなかった．学年判断は，2 番（受
益の相手側行為）の「～てくれ（た）（て～）（る～）

（ました．）」が，今回の教科書では 1 年生で，論
文 1 表 1 では日記の学年が 1 年生であることから，
1 年生とする．3 番（受益の自分側行為）の「～て
もら（い～）（う～）（って～）（えた～）（った～）」は，
今回の教科書では 1 年生が初出で，論文 1 表 1 で日
記の学年が 5 年生である．早いほうを採用して 1 年
生とする．
●機能番号 3「願望」
　東京書籍 1，教育出版 5，光村図書 3，合計 9 文
例を収集した．文型数は新規文型が 2 つである．学
年判断は，「～（のに）なあ．」が 3 年生が初出でこ
のまま 3 年生，「～たい～」も 1 年生が初出でこの
まま 1 年生である．
●機能番号 4「依頼・要求」
　光村図書 2 のみで，合計 2 文例を収集した．文型
数は既存の12番「～たい～」のみの 1 である．この
学年判断は，教科書初出の 2 年生と，論文 1 表 1 の
文献の学年 4 年生うち，早いほうの 2 年生とする．
●機能番号 5「勧告・勧誘」
　東京書籍 2，教育出版 2，光村図書 4，合計 8 文
例を収集した．文型数は新規文型が 2 つに既存の14
番と15番を合わせた 4 である．また新規の 2 文型の
文例数は 3 である．学年判断は，新規の「～てみよ
う～」が 2 年生が初出でこのまま 2 年生，同じく新
規の「～ましょう．」が 4 年生初出でこのまま 4 年
生である．14番の「～したらどうだろう．」は教科
書初出が 5 年生で，論文 1 表 1 の文献の学年が 2 年
生なので，2 年生となる．15番の「ぜひ～」は，教
科書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の教科書の学年
が 2 年生なので，1 年生とする．
●機能番号 8「意思」
　東京書籍 1，教育出版 2，光村図書 2，合計 5 文
例を収集した．文型数は新規文型が 2 つに既存の19
番と20番を合わせた 4 である．また新規の 2 文型の
文例数は 2 である．学年判断は，新規の「～ことに
しました．」が 3 年生が初出でこのまま 3 年生，同
じく新規の「～ように～」が 2 年生初出でこのま
ま 2 年生である．19番の「～よう（おう）～」は
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6 16 4 1 目的地 ～まで～ 2
17 5 2 過度 ～すぎ（る）（て）～ 1
18 6 10 予想通り やっぱり～ 3
22 7 23 ～には～ 3
23 8 24 ～では～ 2

18 60 9 29 区間 ～から～まで～ 1
20 64 10 31 状態変化（開始） ～（し）てき（まし）た。 3
30 119 11 33 目的 ～ように～ 4

152 5 13 34 条件付き展開の「が」 ～が～ 4
153 8 21 36 二重否定 ～ない～ない～ 4
154 11 26 37 使役 ～（ら）（さ）せ（て）（る）～ 1
155 30 39 受け身 ～られ～ 2
167 31 40 だんだん～ 2
168 34 46 しだいに～ 6

53 169 35 47 どんどん～ 2
36 49 当然 もちろん～ 3
37 50 なぜか～ 5

13 38 51 なんだか～ 3
40 なんとなく～ 4
47 では～ 4
48 ところで～ 6
49 役割 ～として～ 4
51 行為条件 ～（す）るうえで～ 5
53 即時 すぐさま～ 5
54 当為 まさに～ 6
55 曖昧 ～いるような～いないような～ 6
57 逆効果 かえって～ない～ 6
59 偶然 ふと～ 6

19 62 条件 ただ（し）～ 6
21 66 ～とも～ 2

69 まったく～ 6
70 あっというまに～ 3
76 ～（す）るまもなく～ 3
79 終了予告 これで～ 3
81 付加 ついでに～ 3
86 無自覚経過 いつのまにか～ 3
87 まとめ けっきょく～ 4

26 89 概数 ～ほど～ 4
95 経験 ～（し）たことがある～ 4
97 再度 あらためて～ 4
98 難渋 ～にくい～ 5
99 ～をもとに～ 5

100 ～によって～ 6
103 場合・対応 ～によって～ 5
104
105
106
112
113
114
115
117

32 123
35 127

134
135
136
137
139
142
145
146
149
150
151

44 157
45 159
48 163
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教科書初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記の学年
が 4 年生なので，2 年生となる．20番の「もう～な
い～」は，教科書初出が 3 年生で，論文 1 表 1 の日
記の学年が 4 年生なので，3 年生とする．                                                    
●機能番号10 「反意」
　東京書籍 1，教育出版 1，合計 2 文例を収集した．
文型は既存の24番「つい～」の 1 つのみである．学
年判断は，教科書初出が 4 年生で，論文 1 表 1 の日
記の学年が 5 年生なので，4 年生とする．
●機能番号11「後悔・残念」
　東京書籍 8，教育出版 6，光村図書 6，合計20文
例を収集した．文型数は新規が 0 で，既存の25番

「～（て）しま（い）（う）（った）～」のみの 1 である．
学年判断は，1 年生が初出で，論文 1 表 1 の日記の
学年が 1 年生なので，1 年生となる．
●機能番号12「逆接・予想外」
　東京書籍11，教育出版 6，光村図書11，合計28文
例を収集した．文型数は新規が 4 で，既存文型が27
番，28番，29番，32番，33番の 5 と合わせて 9 つで
ある．新規 4 文型は全部で 7 文例あった．学年判断
は，新規の「～が～」が，初出が 2 年生でこのま
ま 2 年生とする．同じく新規の「それでも～」が，
初出学年の 4 年生とする．同じく「ところが～」も，
初出学年の 3 年生とする．同じく「しかし～」も，
初出学年のままで 4 年生とする．27番「～なのに
～」は，初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記の学年
が 1 年生なので，1 年生とする．28番「～けど～」は，
初出も論文 1 表 1 も 1 年生なので 1 年生とする．29
番「でも～」は，初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日
記の学年が 1 年生なので，1 年生とする．32番「～
けれど～」は，今回の教科書初出が 1 年生で，論
文 1 表 1 には学年のデータがないため，1 年生と
する．33番「～ても～ません～」は，教科書初出
が 2 年生で，論文 1 表 1 に学年のデータがないため，
2 年生とする．
●機能番号13「可能・不可能」
　教育出版 2，光村図書 1，合計 3 文例を収集した．
文型は新規 1 つと既存の39番を合わせて 2 文型であ
る．学年判断は，新規の「～られない～」（否定・
不可能）が教科書初出通り，5 年生とする．39番

「～られる～」（肯定・可能）が初出 5 年生で，論
文 1 表 1 に学年データがないので，5 年生とする．
●機能番号14「予想・推定」
　東京書籍 1，教育出版 5，光村図書 7，合計13文

例を収集した．文型は新規 2 と既存の41番，43番，
44番，45番，46番を合わせて 7 文型である．新規 2
文型に該当する文例は 4 つであった．学年判断は，
新規の「～かと～」が，教科書初出通りの 4 年生と
する．また同じく「～だろう～」は初出通りの 2 年
生とする．41番「～（なり）そう～」は，初出
が 4 年生で，論文 1 表 1 の日記と文献の学年が 4 年
生なので，4 年生とする．43番「～かもしれない
～」は，初出が 2 年生，論文 1 表 1 の日記が 5 年生
で教科書の学年が 6 年生なので，2 年生とする．44
番「～みたい～」は，教科書初出が 5 年生で，論
文 1 表 1 の日記と文献の学年が 4 年生なので，4 年
生とする．45番「～らしい～」は教科書初出が 6 年
生で，論文 1 表 1 の文献の学年が 4 年生なので，
4 年生とする．46番「～（の）よう（で）～」は，
初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の文献が 2 年生，教科
書が 6 年生なので，2 年生とする．　
●機能番号15「否定」
　東京書籍 3，教育出版 2，光村図書 4，合計 9 文
例を収集した．文型は新規 4 と既存の50番，52番
の 6 文型である．新規 4 文型に該当する文例は 4 つ
であった．学年判断は，新規の「～ず（に）～」が，
教科書初出通りの 1 年生とする．また同じく「～
ども～な（かった）（い）～」が，教科書初出通り
の 2 年生とする．同じく「まったく～な（かった）（い）
～」が，教科書初出通りの 6 年生とする．同じく「けっ
して～ない～」が，教科書初出通りの 5 年生とする．
50番「～なにも～ない～」は，初出が 4 年生で，論
文 1 表 1 の日記の学年が 4 年生なので，4 年生とす
る．52番「なかなか～ない」は，初出が 3 年生，論
文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，3 年生とする．
●機能番号16「問い」
　教育出版 1 の 1 文例 1 文型を収集した．学年判
断は，既存の56番「～でしょうか」が教科書初出
が 4 年生で，論文 1 表 1 の教科書の学年が 4 年生な
ので，4 年生とする．
●機能番号17「反論」
　光村図書 1 の 1 文例 1 文型を収集した．学年判断
は，既存の58番「たしかに～．でも～」が教科書初
出が 4 年生で，論文 1 表 1 の教科書の学年が 6 年生
なので，4 年生とする．
●機能番号19「断定・確信」
　教育出版 1，光村図書 5，合計 6 文例を収集した．
文型は新規 1 と既存の61番，63番の 3 つである．新
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規の 1 文型は 1 つの文例である．学年判断は，新規
の「きっと～」が，教科書初出通りの 3 年生とする．
既存の61番「（きっと）～にちがい（ない）（ありま
せん）」が教科書初出が 3 年生で，論文 1 表 1 の文
献と教科書の学年が 6 年生なので，3 年生とする．
63番「～はず～」が，教科書初出が 3 年生で，論
文 1 表 1 の教科書の学年が 6 年生なので，3 年生と
する．
●機能番号21「強調・驚き」
　東京書籍 2，教育出版 5，光村図書 7，合計14文
例を収集した．文型は，新規が 5 つと既存の65番を
合わせて 6 つである．新規は 5 文型 7 文例であっ
た．学年判断は，新規の「～くて～くて～」が教科
書初出通りの 3 年生とする．同じく「なんと～」も
教科書初出通りの 3 年生とする．「～まで～」も教
科書初出通りの 6 年生とする．「～ではないか．」も
教科書初出通りの 6 年生とする．「～でも～」も教
科書初出通りの 5 年生とする．既存の65番「～なん
て～」は，教科書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日
記が 6 年生なので，1 年生とする．
●機能番号22「仮定条件」
　東京書籍 4，教育出版 1，光村図書 3，合計 8 文
例を収集した．文型は，新規 3 つと既存の67番，68
番，71番，72番の 7 文型である．新規は 3 文型 3 文
例であった．学年判断は，新規の「～だと～」が教
科書初出通りの 2 年生とする．同じく「～っても
～」が教科書初出通りの 4 年生とする．同じく「～
と～」が教科書初出通りの 6 年生とする．既存の67
番「～だったら～」は，教科書初出が 3 年生で，論
文 1 表 1 の日記が 1 年生なので，1 年生とする．68
番「～たら～」は，教科書の初出が 2 年生で，論
文 1 表 1 の日記が 1 年生なので，1 年生とする．71
番「もしかしたら～」は，教科書の初出が 4 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 6 年生なので，4 年生とする．
72番「～なら～」は，教科書の初出が 3 年生で，論
文 1 表 1 に学年データがないので，3 年生とする．
●機能番号23「確定条件」
　東京書籍 9，教育出版 7，光村図書 3，合計19文
例を収集した．文型は新規 1 と既存の73番の 2 つで
ある．新規の 1 文型が該当する文例は 6 つあった．
学年判断は，新規の「～（る）と～」が教科書初出
通りの 1 年生とする．既存の73番「～たら～」は，
教科書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生
なので，1 年生とする．

●機能番号24「試行」
　東京書籍 2，教育出版 2，光村図書 2，合計 6 文
例を収集した．文型は，既存の74番「～み（る）

（て）～」のみの 1 つである．学年判断は，教科書
初が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記の学年が 4 年生な
ので，2 年生とする．
●機能番号25「原因・理由」
　東京書籍15，教育出版15，光村図書12，合計42文
例を収集した．文型は，新規が 5 つ，既存の文型が
75番，77番，78番，80番，82番，83番，84番，85番
の 8 つで，合わせて13である．新規の 5 文型に該当
するのは11文例であった．学年判断は，新規の「そ
こで～」が教科書初出通りの 1 年生とする．「それ
で～」も教科書初出通りの 2 年生とする．「～ため～」
も教科書初出通りの 5 年生とする．「どうしてかと
いうと～から～」も教科書初出通りの 2 年生とする．

「～による～」も教科書初出通りの 3 年生とする．
既存の75番「だから～」は，教科書初出が 3 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 1 年生，教科書が 4 年生なので，
1 年生とする．77番「なぜかというと～から～」は，
教科書初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記が 4 年
生で教科書が 3 ～ 4 年生なので，2 年生とする．78
番「なぜなら～だから～」は教科書の初出が 2 年生
で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生なので，1 年生とす
る．80番「～から～」は教科書の初出が 4 年生で，
論文 1 表 1 の教科書が 2 ～ 4 年生なので，2 年生と
する．82番「～ので～」は，教科書の初出が 1 年生
で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生で教科書が 5 年生な
ので，1 年生とする．83番「～なので～」は教科書
の初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生で教
科書が 2 年生なので，1 年生とする．84番「～だか
ら～」は，教科書の初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の
日記が 1 年生で教科書が 2 年生なので，1 年生とす
る．85番「～くて～」は，教科書の初出が 1 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 4 年生なので，1 年生とする．
●機能番号26「並列・累加・合説」
　東京書籍 7，教育出版 9，光村図書 9，合計25文
例を収集した．文型は，新規が 7 つ，既存が88番，
90番，91番，92番，93番の 5 つで，計12文型である．
新規は 7 文型11文例であった．学年判断は，新規の

「～にも～」が教科書初出通りの 1 年生とする．ま
た「それから～」も教科書初出通りの 5 年生とする．

「それに～」も教科書初出通りの 2 年生とする．「た
だ～だけでなく～も～」も教科書初出通りの 4 年生
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とする．「また～」も教科書初出通りの 6 年生とする．
「これからも～」も教科書初出通りの 3 年生とする．
「それと～」も教科書初出通りの 5 年生とする．既
存の88番「～（し）たり～（し）たり～」は，教科
書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生なの
で，1 年生とする．90番「～とか～とか～」は，教
科書の初出が 4 年生で，論文 1 表 1 の日記が 4 年生
なので，4 年生とする．91番「～し～」は，教科書
の初出が 4 年生で，論文 1 表 1 の日記が 6 年生なの
で，4 年生とする．92番「～（の）も～（の）も～」
は教科書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 1 年
生なので，1 年生とする．93番「～でも～」は，教
科書の初出が 1 年生で，論文 1 表 1 に学年データが
ないので，1 年生とする．
●機能番号27「対比・類比・分説・選択・様態」
　東京書籍16，教育出版24，光村図書 7，合計47文
例を収集した．文型は，新規が 4 つで，既存が94番，
96番，101番，102番，107番，108番，109番，110番，
111番の 9 つ，合計13文型である．新規は 4 文型12
文例であった．学年判断は，新規の「～そう（に）（な）

（で）～」が教科書初出通りの 1 年生とする．ま
た「どっちが～か～」も教科書初出通りの 2 年生と
する．「～あるいは～」も教科書初出通りの 4 年生
とする．「～それとも～」も教科書初出通りの 4 年
生とする．既存の94番「～（に）は～，～（に）は
～」は，教科書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の教科
書の学年が 5 年生なので，1 年生とする．96番「～
では（ない）～」は，教科書の初出が 4 年生で，論
文 1 表 1 に学年データがないので 4 年生とする．
101番「～くらい～」は，教科書の初出が 3 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 4 年生で教科書が 2 年生なの
で，2 年生とする．102番「～より～」は，教科書
の初出が 3 年生で，論文 1 表 1 の日記が 4 年生なの
で，3 年生とする．107番「～のほうが～」は，教
科書の初出が 6 年生で，論文 1 表 1 の教科書が 3 年
生なので，3 年生とする．108番「～みたい（に）～」
は，教科書の初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記
が 4 年生で教科書が 6 年生なので，2 年生とする．
109番「～のような～」は，教科書の初出が 3 年生
で論文 1 表 1 の日記が 6 年生で教科書が 2 ～ 6 年生
なので，2 年生とする．110番「～（の）ように～」は，
教科書の初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 5 年
生で教科書が 6 年生なので，1 年生とする．111番

「まるで～（かの）よう（な）（に）」は，教科書の

初出が 3 年生で，論文 1 表 1 の教科書が 6 年生なの
で，3 年生とする．
●機能番号28「完了」
　東京書籍 3，教育出版 3，合計 6 文例を収集した．
文型は，新規 2 つと既存の116番の 3 文型である．
新規は 2 文型 2 文例であった．学年判断は，新規
の「もう～」が教科書初出通りの 2 年生とする．ま
た「ようやく～」も教科書初出通りの 5 年生とする．
既存の116番「やっと～」は，教科書の初出が 3 年
生で，論文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，3 年生と
する．
●機能番号29「未完了」
　教育出版 4，光村図書 2，合計 6 文例を収集した．
文型は新規 1 つと既存の118の 2 文型である．新規
は 1 文型 5 文例であった．学年判断は，新規の「ま
だ～」が教科書初出通りの 2 年生とする．既存の
118番「まだ～ない～」は，教科書の初出が 4 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 4 年生なので，4 年生とする．
●機能番号31「継起・順接」
　東京書籍 2，教育出版 4，光村図書 2，合計 8 文
例を収集した．文型は新規が 2 つと既存の文型が
120番，121番の 2 つで，計 4 文型である．新規の 2
文型に該当する文例は 5 つあった．学年判断は，新
規の「すると～」が教科書初出通りの 2 年生とす
る．また「そこで～」も教科書初出通りの 3 年生と
する．既存の文型は，120番「～（て）から～」の
教科書初出が 4 年生で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生
なので，1 年生とする．121番「そして～」は教科
書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生なの
で，1 年生とする．
●機能番号32「同時」
　東京書籍 1，教育出版 3，光村図書 4，合計 8 文
例を収集した．文型は既存の122番「～ながら～」
のみである．学年判断は，教科書初出が 1 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 4 年生なので，1 年生とする．
●機能番号33「当該時点」
　東京書籍 3，教育出版 2，光村図書 2，合計 7 文
例を収集した．文型は新規が 2 つ，既存文型が124
番と125番の 2 つで，4 文型である．新規は 2 文型 3
文例であった．学年判断は，新規の「そのとき～」
が教科書初出通りの 2 年生とする．また「～ようと
したら～」も教科書初出通りの 4 年生とする．既存
の124番「～（ている）（た）とき（に）～」は，教
科書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 5 年生な

Akita University



第37号　2015年 19

ので，1 年生とする．125番「～（ている）（という）
ところ（へ）（で）～」は，教科書初出が 3 年生で，
論文 1 表 1 の学年データがないので，3 年生とする．
●機能番号34「経過」
　教育出版のみの 1 文型 1 文例である．文型は既存
の126番「～うちに～」で，教科書の初出が 3 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，3 年生を指導開
始可能学年とする．
●機能番号35「継続」
　教育出版 3，光村図書 1，合計 4 文例を収集した．
文型は，新規が 1 つと既存の128番の 2 つである．
新規は 1 文型 2 文例であった．学年判断は，新規の

「ずっと～」が教科書初出通りの 2 年生とする．既
存の128番「～まま～」は，教科書の初出が 4 年生
で，論文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，4 年生とす
る．
●機能番号36「直後」
　東京書籍 1，教育出版 3，光村図書 1，合計 5 文
例を収集した．文型は新規が 1 つと既存の129番
の 2 つである．新規は 1 文型 1 文例であった．学年
判断は，新規の「～てすぐ～」が教科書初出通り
の 3 年生とする．既存の129番「～（た）ばかり～」
は，教科書の初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記
が 4 年生なので，2 年生とする．
●機能番号37「区分」
　東京書籍 1，光村図書 1，合計 2 文例を収集した．
文型は新規 1 つと既存の130番で 2 つである．新規
は 1 文型 1 文例であった．学年判断は，新規の「～
ごとに～」が教科書初出通りの 3 年生とする．既存
の130番「～ずつ～」は，教科書の初出が 2 年生で，
論文 1 表 1 の学年データがないため，2 年生とする．
●機能番号38「範囲・限定」
　東京書籍 3，教育出版 5，光村図書 4，合計12文
例を収集した．文型は新規が 1 つと既存の131番，
132番，133番，138番を合わせて 5 つである．新
規は 1 文型 2 文例であった．学年判断は，新規の

「～から～まで～」が教科書初出通りの 1 年生とす
る．既存の131番「なかでも～」は，教科書の初
出が 4 年生で，論文 1 表 1 の日記が 4 年生なので，
4 年生とする．132番「～まで～」は，教科書の初
出が 1 年生で，論文 1 表 1 の日記が 4 年生なので，
1 年生とする．133番「～だけ～」は，教科書の初
出が 3 年生で，論文 1 表 1 の日記が 1 年生なので，
1 年生とする．138番「～ばかり～」は，教科書の

初出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，
2 年生とする．
●機能番号39「期限」
　東京書籍 1，光村図書 1，合計 2 文例を収集した．
文型は新規が 1 つと既存の140番の 2 つである．新
規は 1 文型 1 文例であった．学年判断は，新規の

「あと～で～」が教科書初出通りの 4 年生とする．
既存の140番「～まで～」は，教科書の初出が 4 年
生で，論文 1 表 1 の日記が 6 年生なので，4 年生と
する．
●機能番号40「期間」
　教育出版 1，光村図書 1，合計 2 文例を収集した．
文型は新規が 1 つと既存の141番の 2 文型である．
新規は 1 文型 1 文例であった．学年判断は，新規の

「～から～まで～」が教科書初出通りの 5 年生とす
る．既存の141番「～から～にかけて～」は，教科
書の初出は 4 年生で，論文 1 表 1 の日記が 5 年生な
ので，4 年生とする．
●機能番号41「程度」
　東京書籍 1，教育出版 2，光村図書12，合計15文
例を収集した．文型は新規の 4 つと既存の143番，
144番，147番を合わせて 7 文型である．新規は 4 文
型 5 文例であった．学年判断は，新規の「～ほど～」
が教科書初出通りの 3 年生とする．また「すごく～」
も教科書初出通りの 4 年生とする．「～ことがある」
も教科書初出通りの 4 年生とする．「たまに～」も
教科書初出通りの 5 年生とする．既存の143番「～
も～」は，教科書の初出が 1 年生で，論文 1 表 1 の
日記が 4 年生なので，1 年生とする．144番「あ
まり～ない～」は，教科書の初出が 6 年生で，論
文 1 表 1 の日記が 4 年生なので，4 年生とする．
147番「それほど～」は，教科書の初出が 5 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，5 年生とする．
●機能番号42「伝聞」
　東京書籍 3，教育出版 1，光村図書 2，合計 6 文
例を収集した．文型は既存の148番「～そうです．」
のみの 1 文型である．学年判断は，教科書の初出
が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記が 4 年生，文献
が 2 年生，教科書が 3 ～ 6 年生なので，2 年生とす
る．
●機能番号44「解説」
　東京書籍 1，教育出版 2，光村図書 6，合計 9 文
例を収集した．文型は新規が 2 つと既存の156番，
158番の 2 つで，4 文型である．新規は 2 文型 2 文
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例であった．学年判断は，新規の「～ということは
～」が教科書初出通りの 4 年生とする．また「～と
は～」も教科書初出通りの 5 年生とする．既存の
156番「～という～」は，教科書の初出が 2 年生で，
論文 1 表 1 の日記が 4 年生なので，2 年生とする．
158番「～のです．」は，教科書の初出が 4 年生で，
論文 1 表 1 の文献が 2 年生なので，2 年生とする．
●機能番号45「対象」
　東京書籍 1，教育出版 1，光村図書 2，合計 4 文
例を収集した．文型は既存の160番「～について～」
のみである．学年判断は，教科書初出が 4 年生で，
論文 1 表 1 の学年データがないため，4 年生とする．
●機能番号46「頻繁・反復」
　教育出版 1，光村図書 5，合計 6 文例を収集した．
文型は新規が 3 つと既存の161番の 4 文型である．
新規は 3 文型 3 文例であった．学年判断は，新規の

「また～」が教科書初出通りの 4 年生とする．「～す
るたび（に）～」も教科書初出通りの 6 年生とす
る．「なにかというと～」も教科書初出通りの 6 年
生とする．既存の161番「よく～」は，教科書の初
出が 2 年生で，論文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，
2 年生とする．
●機能番号47「立場」
　光村図書 1 文例のみ収集した．文型は既存の162
番「～にとって～」である．学年判断は，教科書の
初出が 5 年生で，論文 1 表 1 の日記が 5 年生なので，
5 年生とする．
●機能番号48「要約・換言」
　光村図書 1 文例のみ収集した．文型は新規の「～
というよりも～」で，学年判断は教科書初出通り
の 6 年生とする．
●機能番号49「状態変化（結果）」
　東京書籍 6，教育出版 5，光村図書 4，合計15文
例を収集した．文型は既存の164番「～（に）なっ

（た．）（て～）」1 つだけである．学年判断は，教科
書初出が 1 年生で，論文 1 表 1 に学年データがない
ので，1 年生とする．
●機能番号50「起点・視点・自発」
　東京書籍 3，教育出版 2，光村図書 3，合計 8 文
例を収集した．文型は既存の165番「～から～」の
みである．学年判断は，教科書の初出が 1 年生で，
論文 1 表 1 の教科書が 4 年生なので，1 年生とする．
●機能番号51「方向」
　東京書籍 2 文例のみ収集した．文型は新規 1 つと

既存の166番で，2 文型である．新規は 1 文型 1 文
例であった．学年判断は，新規の「～ほうに～」が
教科書初出通りの 5 年生とする．既存の166番「～
にむかって～」は，教科書の初出が 1 年生で，論
文 1 表 1 の教科書が 4 年生なので，1 年生とする．

Ⅲ．むすび
　今回収集した「語り型」の文種（生活叙述）に関
する文型は大きく 3 つに分けることができる．そ
の 1 は，前回（「説明型」と「説得型」の文種）と
重なっているものである．これはあらゆる文種に用
いられる機能・文型である．その 2 は，前回は収集
できたが今回収集できなかった機能・文型である．
これは，主として「説明型」「説得型」に用いられ
る機能・文型である．その 3 は，新たな機能・文型
である．これは，主として「語り型」に用いられる
機能・文型である．以上の 3 分類をふまえて，今後
文型ごとに指導に適した具体的な文種・題材を設定
する際は，今回調査した「言葉の使い方・表現意図」

（本論文では扱っていない）の 9 種とその混合型を
合わせた10種との相関関係をもとにするつもりであ
る．これは，1：「様子」，2：「説明」，3：「伝えるこ
と」，4：「思ったことの内容」，5：「見たこと」，6：

「行動・したこと・すること」，7：「感想・感じたこ
と」，8：「出来事・結果」，9：「言ったこと」の 9 つ
である．各機能・文型が10種のどの表現で用いられ
る頻度が高いかを調べ，その「言葉の使い方・表現
意図」を無理なく含む題材や文種を明らかにしたい．
　また，今回収集した既存機能の新規文型や新規機
能とその新規文型は，いずれ論文 1 表 1 と統合しな
ければならない．そのため，現在の番号割り振りを
変更する予定である．新規機能には，論文 1 表 1 の
末尾の番号（53）に続く54番以降の番号を当て，既
存機能の新規文型及び既存文型のすべての番号は，
現在の通し番号を廃止して，機能番号を上 2 桁とす
る 4 桁の番号とする．たとえば，機能15番「否定」
であれば，含まれる文型の番号を「1501」「1502」
のように，機能の中での通し番号に改め，今後新規
の文型を収集した場合に，下 2 桁の番号を新たに割
り振って位置づけられるようにする．
　他に，機能・文型・文例の重複の再点検，より適
切な分類をするための再点検，機能・文型の名称を
小学生にも理解できるものにすることなど，授業実
践協力を得ながら進めなければならない課題が明ら
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かになった．

Summary
This research discusses what sentence patterns 

elementary school  students should  learn  in each 
grade  when  they  write  a  narrative  essay   in 
Japanese. First,  the data was collected regarding 
what  sentence  patterns  students  at  this   level 
actually used. The  results were  then compared 
to    those   related    to   what   sentence   patterns 
elementary school students used when they wrote 
a persuasive essay or an  informative essay, which 
was implemented in the last academic year.  On the 
basis of this comparison, the suggestion is made on 

what sentence patterns should be taught  in each 
grade of elementary  school. The suggestion will 
provide elementary school teachers with a guideline 
for  teaching  sentence  patterns  in  a  Japanese 
composition class, which was not developed to a 
practical level.

Key Words : Elementary School, Composition/
Essay Writing, Sentence Patterns, 
Function of Expressions, Narrative 
(Type), Writing Genre/Genre of Essay

    （Received December 25, 2014）
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論文１表１
番号

機能

Ｔ ２上 Ｂ 101 0 保けん室まで～ 0 目的地 Ｔ ３上 Ａ 101 2 むかえに来てくれていました。 2 受益（相手側行為）

Ｔ ３上 Ｂ 20 0 たくさん食べすぎて 0 過度 Ｔ ３下 Ｂ 26 2 向こうにつれていってくれるなら、～ 2 受益（相手側行為）

Ｔ ３上 Ｂ 20 0 やっぱりおいしいと思います。 0 予想通り Ｔ ４上 Ａ 99 3 買ってもらったときに、～ 2 受益（自分側行為）

Ｔ ３上 Ｂ 80 0 交流会では～ 0 時間・場所・基準・手段 Ｔ ５下 Ａ 96 2 はげましてくれました。 2 受益（相手側行為）

Ｔ ３上 Ａ 101 0 おじいちゃんの家へ行くには、～ 0 時間・場所・基準・手段 Ｋ 1上 B 85 2 おしえてくれました。 2 受益（相手側行為）

Ｔ ３上 Ａ 101 0 駅からおじいちゃんの家まで、～ 0 区間 Ｋ 1上 Ａ 89 3 おしえてもらった 2 受益（自分側行為）

Ｔ ３上 Ａ 101 0 どきどきしてきました。 0 状態変化（開始） Ｋ 1下 B 100 2 ふくをきせてくれたので～ 2 受益（相手側行為）

Ｔ ４上 Ａ 99 0 つい～すぎてしまい、～ 0 過度 Ｋ ２下 B 43 2 教えてくれて～ 2 受益（相手側行為）

Ｔ ４上 Ａ 99 0 分かるように、～ 0 目的 Ｋ ４下 B 92 2 考えを変えてくれたのだ。 2 受益（相手側行為）

Ｔ ４上 B 102 0 連絡があったかと思いますが、～ 0 条件付き展開の「が」 Ｍ １下 Ｂ 120 2 おしえてくれました。 2 受益（相手側行為）

Ｔ ４上 B 102 0 わたしたちのクラスでは～ 0 時間・場所・基準・手段 Ｍ １下 Ｂ 120 3 ほめてもらいました。 2 受益（自分側行為）

Ｔ ４下 B 116 0 ピアノをひけないといけない～ 0 二重否定 Ｍ ２上 言（Ｂ） 66 2 言ってくれました。 2 受益（相手側行為）

Ｔ ５上 B 18 0 秋田では～ 0 時間・場所・基準・手段 Ｍ ２下 Ｂ 30 2 教えてくれました。 2 受益（相手側行為）

Ｋ 1下 B 40 0 けれどもかぶがおおきすぎて～ 0 過度 Ｍ ２下 Ｂ 31 2 かしてくれた～ 2 受益（相手側行為）

Ｋ 1下 B 58 0 よこからでてきてさかのしたまで～ 0 区間 Ｍ ２下 Ｂ 31 2 教えてもらいたい～ 2 受益（自分側行為）

Ｋ 1下 B 99 0 ぬがせてやりました。 0 使役 Ｍ ２下 Ｂ 119 2 言ってくれました。 2 受益（相手側行為）

Ｋ 1下 B 99 0 すわらせて～ 0 使役 Ｍ ４下 Ｃ 58 3 聞いてもらい～ 2 受益（自分側行為）

Ｋ ２上 Ａ 13 0 いまでは、～ 0 時間・場所・基準・手段 Ｍ ４下 Ｃ 58 2 賛成してくれる～ 2 受益（相手側行為）

Ｋ ２下 B 96 0 声もかけられました。 0 受け身 Ｍ ５（上下） Ｃ 74 3 行動してもらう～ 2 受益（自分側行為）

Ｋ ２下 B 96 0 だんだん～ 0 漸次変化 Ｍ ５（上下） Ｃ 172 2 気にかけてくれているみたい～ 2 受益（相手側行為）

Ｋ ２下 B 97 0 よろこばせて～ 0 使役 Ｔ ３下 Ｂ 26 0 あげるのになあ。 3 願望

Ｋ ３上 B 32 0 体験をさせて～ 0 使役 Ｋ 1上 Ａ 88 0 きいてみたい～ 3 願望

Ｋ ３上 B 68 0 おいかけられています。 0 受け身 Ｋ 1上 B 111 0 またあらいたいです。 3 願望

Ｋ ３上 B 69 0 もちろん、～ 0 当然 Ｋ ２上 Ａ 13 0 なりたいです。 3 願望

Ｋ ４下 B 44 0 なんだか～ 0 理由不明確 Ｋ ４上 Ａ 13 0 題をつけたくなりました。 3 願望

Ｋ ４下 Ａ 70 0 では、～ 0 転換 Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 21 0 見せてあげたい。 3 願望

Ｋ ４下 B 91 0 なんだか悲しい～ 0 理由不明確 Ｍ １下 Ｂ 120 0 やりたい～ 3 願望

Ｋ ４下 B 92 0 レクレーション係として～ 0 役割 Ｍ ２下 Ｂ 118 0 言ってあげたい～ 3 願望

Ｋ ５上 B 66 0 なぜか、～ 0 理由不明確 Ｍ ５（上下） Ｃ 75 0 知ってもらいたい 3 願望

Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 22 0 生活するうえで、～。 0 行為条件 Ｍ ２下 Ｂ 31 12 教えてもらいたい～ 4 依頼・要求

Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 22 0 徹底させるために、～ 0 使役 Ｍ ５（上下） Ｃ 75 12 知ってもらいたい 4 依頼・要求

Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 22 0 徹底させるために、～ 0 目的 Ｔ ２下 Ｂ 22 0 行ってみよう。 5 勧告・勧誘

Ｋ ５下 B 38 0 すぐさま～ 0 即時 Ｔ ３上 Ｂ 105 15 ぜひ見に来てください。 5 勧告・勧誘

Ｋ ５下 B 39 0 なぜか～ 0 理由不明確 Ｋ ３上 B 33 15 ぜひ、来てください。 5 勧告・勧誘

Ｋ ６上 B 67 0 まさに、～ 0 当為 Ｋ ４下 Ａ 70 0 ～ましょう。 5 勧告・勧誘

Ｋ ６上 B 68 0 合っているような、合っていないような～ 0 曖昧 Ｍ １下 Ｃ 15 15 ぜひ～ 5 勧告・勧誘

Ｋ ６上 B 68 0 かえってわからない。 0 逆効果 Ｍ ４下 Ｃ 57 15 ぜひ～ 5 勧告・勧誘

Ｋ ６上 B 68 0 ふと～ 0 偶然 Ｍ ５（上下） Ｃ 148 14 「読書リレー」をしたらどうだろう。 5 勧告・勧誘

Ｋ ６上 B 68 0 ところで、～ 0 転換 Ｍ ６（上下） Ｃ 35 0 思い出してみよう～ 5 勧告・勧誘

Ｋ ６上 B 69 0 ただ、～ 0 条件 Ｔ ３下 Ｂ 25 0 おしろまで行くことにしました。 8 意思

Ｋ ６下 B 64 0 しだいに、～ 0 漸次変化 Ｋ ３上 B 69 20 もうおきわすれたりしない。 8 意思

Ｋ ６下 B 64 0 もちろん～ 0 当然 Ｋ ４上 Ａ 13 19 出ようとする～ 8 意思

Ｍ ２上 Ｂ 19 0 どんどん大きくなります。 0 漸次変化 Ｍ ２上 言（Ｂ） 67 19 今度はぼくがさそおう～ 8 意思

Ｍ ２下 Ｂ 30 0 だんだんじょうずになったそうです。 0 漸次変化 Ｍ ２下 Ｂ 119 0 読むように～ 8 意思

Ｍ ２下 Ａ 46 0 二つとも～ 0 全部 Ｔ ４上 Ａ 99 24 つい～すぎてしまい、～ 10 反意

Ｍ ２下 Ｂ 119 0 だんだん～ 0 漸次変化 Ｋ ６上 B 68 24 つい、～ 10 反意

Ｍ ３上 Ａ 33 0 あっというまに～ 0 瞬時 Ｔ ２上 Ｂ 20 25 せなかをきってしまったら、～ 11 後悔・残念

Ｍ ３上 Ａ 33 0 見る間もなく～ 0 瞬時 Ｔ ２上 Ｂ 76 25 目をつぶってしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ３上 Ａ 33 0 なんだかおかしくなって～ 0 理由不明確 Ｔ ２上 Ｂ 101 25 ころんでしまった～ 11 後悔・残念

Ｍ ３上 Ａ 33 0 これで～ 0 終了予告 Ｔ ４上 Ａ 99 25 つい～すぎてしまい、～ 11 後悔・残念

Ｍ ３下 Ｂ 58 0 なんだかうきうき～ 0 理由不明確 Ｔ ４上 Ａ 99 25 わすれてしまって～ 11 後悔・残念

Ｍ ３下 Ｂ 58 0 ついでに～ 0 付加 Ｔ ４上 B 103 25 少なくなってしまったのか～ 11 後悔・残念

Ｍ ３下 Ｂ 58 0 いつの間にか～ 0 無自覚経過 Ｔ ５下 B 28 25 飛んでいってしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ４上 Ａ 30 0 結局～ 0 まとめ Ｔ ５下 Ａ 96 25 泣き出してしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ４上 Ａ 32 0 五分ほど～ 0 概数 Ｋ 1下 B 98 25 ねてしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ４下 Ｃ 23 0 読んだことがあります。 0 経験 Ｋ ３上 B 32 25 雪だるまみたいになってしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ４下 Ｃ 56 0 あらためて～ 0 再度 Ｋ ３上 B 68 25 つまずいてしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ４下 Ｃ 58 0 いつの間にか～ 0 無自覚経過 Ｋ ３下 B 83 25 大声を出してしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ４下 Ｃ 58 0 どんどん～ 0 漸次変化 Ｋ ５上 B 66 25 ちぢんでしまったようだ。 11 後悔・残念

Ｍ ４下 Ｃ 117 0 なんだか～ 0 理由不明確 Ｋ ５上 言（Ｂ） 79 25 水を飲んでしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ４下 Ｃ 117 0 なんとなく～ 0 理由不明確 Ｍ ２下 Ｂ 31 25 わすれてしまったときに～ 11 後悔・残念

Ｍ ４下 Ｃ 117 0 たしかめるために～ 0 目的 Ｍ ２下 Ｃ 61 25 こわしてしまった～ 11 後悔・残念

Ｍ ５（上下） Ａ 57 0 なんだか～ 0 理由不明確 Ｍ ２下 Ｃ 109 25 ころしてしまいました。 11 後悔・残念

Ｍ ５（上下） Ａ 57 0 答えにくい～ 0 難渋 Ｍ ３上 Ａ 32 25 道路をもち上げてわってしまうなんて 11 後悔・残念

Ｍ ５（上下） Ａ 57 0 では、～ 0 転換 Ｍ ３上 Ａ 33 25 手をつっこんでしまって～ 11 後悔・残念

Ｍ ５（上下） Ａ 59 0 インタビューした内容をもとに～ 0 材料・手段 Ｍ ３下 Ｃ 112 25 こまってしまうほど～ 11 後悔・残念

Ｍ ５（上下） Ｃ 74 0 立ち上がらせて～ 0 使役 Ｔ 1下 Ｂ 48 32 まちがえそうになったけれど 12 逆接・予想外

Ｍ ５（上下） Ｃ 172 0 相手によって～ 0 場合・対応 Ｔ ２上 Ｂ 19 29 でも、はさみできるのは、～ 12 逆接・予想外

Ｍ ６（上下） Ｃ 41 0 全く同じに～ 0 全部 Ｔ ２上 Ｂ 76 33 何かいやってもできませんでした。 12 逆接・予想外

Ｍ ６（上下） Ｃ 41 0 やっぱり～ 0 予想通り Ｔ ３上 Ｂ 81 32 少しはずかしかったけれど、～ 12 逆接・予想外

Ｍ ６（上下） Ｂ 144 0 二人とも～ 0 全部 Ｔ ３下 Ｂ 26 27 あげるのになあ。 12 逆接・予想外

Ｍ ６（上下） Ｂ 187 0 この出来事によって～ 0 材料・手段 Ｔ ４上 Ｂ 16 0 思っていましたが、～ 12 逆接・予想外

Ｋ 1下 B 41 0 きってやりました。 1 授益 Ｔ ４上 Ｂ 17 29 でも、川田さんが、～ 12 逆接・予想外

Ｋ 1下 B 99 0 ぬがせてやりました。 1 授益 Ｔ ４上 Ｂ 17 27 さがしたのに、～ 12 逆接・予想外

Ｋ ４下 B 92 0 みんなのために～ 1 授益 Ｔ ４上 Ａ 99 32 いやな気分だったけれど、～ 12 逆接・予想外

Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 21 1 見せてあげたい。 1 授益 Ｔ ４上 Ａ 99 0 それでもたまに、～ 12 逆接・予想外

Ｍ ２下 Ｂ 118 1 言ってあげたい～ 1 授益 Ｔ ５下 B 28 0 ところが、～ 12 逆接・予想外

Ｍ ５（上下） Ｃ 75 0 貧しい人々のための～ 1 授益 Ｋ 1下 B 40 32 けれどもかぶがおおきすぎて～ 12 逆接・予想外

Ｔ 1上 Ｂ 99 2 ～といってくれました。 2 受益（相手側行為） Ｋ ２上 Ａ 13 0 ころんでばかりいましたが、～ 12 逆接・予想外

Ｔ 1下 Ｂ 49 2 手をたたいてくれました。 2 受益（相手側行為） Ｋ ２下 B 95 32 むずかしかったけれど～ 12 逆接・予想外

Ｔ ２上 Ｂ 77 2 いっしょにもぐってくれました。 2 受益（相手側行為） Ｋ ２下 B 95 27 転校してきたばかりなのに～ 12 逆接・予想外

Ｔ ２上 Ｂ 101 2 つれて行ってくれて 2 受益（相手側行為） Ｋ ３上 B 32 27 おいそがしいのに～ 12 逆接・予想外

Ｔ ３上 Ｂ 80 3 さそってもらって、～ 2 受益（自分側行為） Ｋ ５下 B 39 27 すぎてゆくだけなのに～ 12 逆接・予想外

Ｔ ３上 Ｂ 80 2 話しかけてくれました。 2 受益（相手側行為） Ｍ １下 Ｂ 120 28 どきどきしたけど～ 12 逆説・予想外

Ｔ ３上 Ｂ 81 2 はく手をしてくれました。 2 受益（相手側行為） Ｍ ２上 Ｂ 35 27 まだみどり色なのに～ 12 逆説・予想外

Ｔ ３上 Ｂ 81 3 よろこんでもらえたので、～ 2 受益（自分側行為） Ｍ ２上 Ｃ 90 29 でも～ 12 逆説・予想外

Ｔ ３上 Ｂ 81 2 手をにぎってくれました。 2 受益（相手側行為） Ｍ ２下 Ｃ 62 32 けんかしていたけれど～ 12 逆説・予想外

表２－（１） A：話す・聞く　B：書く　C：読む　言：国語の特質に関する事項T：東京書籍　K：教育出版　M：光村図書　表	２－（1）
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Ｍ ２下 Ｃ 109 29 でも～ 12 逆説・予想外 Ｔ 1下 （Ｂ） 118 82 コンがびっくりしたとおもったので、～ 25 原因・理由

Ｍ ３上 Ａ 33 0 ところが、～ 12 逆説・予想外 Ｔ ２上 Ｂ 76 85 ～こわくて、～ 25 原因・理由

Ｍ ３上 Ａ 33 29 でも～ 12 逆説・予想外 Ｔ ２下 Ｂ 114 82 一どもつかまらなかったので～ 25 原因・理由

Ｍ ３上 Ｂ 84 27 時間中なのに～ 12 逆説・予想外 Ｔ ３上 Ｂ 20 82 春に生まれたので～ 25 原因・理由

Ｍ ４下 Ｃ 58 0 しかし～ 12 逆説・予想外 Ｔ ３上 Ｂ 20 84 だから、春がすきです。 25 原因・理由

Ｍ ５（上下） Ａ 57 29 でも～ 12 逆説・予想外 Ｔ ３上 Ｂ 80 82 きんちょうしていたので、～ 25 原因・理由

Ｍ ６（上下） Ｂ 145 32 けれども～ 12 逆説・予想外 Ｔ ３上 Ｂ 81 82 よろこんでもらえたので、～ 25 原因・理由

Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 21 39 生きていられる～ 13 可能・不可能 Ｔ ３上 Ａ 101 77 なぜ一人なのかというと、～からです。 25 原因・理由

Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 22 0 ごみはすてられない。 13 可能・不可能 Ｔ ４上 Ｂ 17 82 言ってくれたので、～ 25 原因・理由

Ｍ ６（上下） Ａ 207 39 続けられました。 13 可能・不可能 Ｔ ４上 Ａ 99 0 そこで、～ 25 原因・理由

Ｔ ４上 B 102 0 連絡があったかと思いますが、～ 14 予想・推定 Ｔ ４上 Ａ 99 0 そこで、～ 25 原因・理由

Ｋ ２下 B 13 46 夜中のようです。 14 予想・推定 Ｔ ４上 B 103 0 そこで、～ 25 原因・理由

Ｋ ４上 Ａ 13 0 うれしかっただろう～ 14 予想・推定 Ｔ ４下 B 116 84 ～だからです。 25 原因・理由

Ｋ ４下 B 91 43 いやな思いをするかもしれない。 14 予想・推定 Ｔ ４下 B 116 82 聞いたので～ 25 原因・理由

Ｋ ５上 B 66 46 ちぢんでしまったようだ。 14 予想・推定 Ｋ 1上 B 85 83 ちからもちなので、～ 25 原因・理由

Ｋ ５上 B 66 0 心配していることだろう。 14 予想・推定 Ｋ 1上 Ｂ 110 82 おかあさんがいったので～ 25 原因・理由

Ｍ ２上 Ｃ 91 43 まっているかもしれない。 14 予想・推定 Ｋ 1下 B 41 0 そこで～ 25 原因・理由

Ｍ ２下 Ａ 46 0 あるだろう～ 14 予想・推定 Ｋ 1下 B 41 82 おいしいので～ 25 原因・理由

Ｍ ４上 Ｃ 20 41 ～なりそう～ 14 予想・推定 Ｋ 1下 B 98 82 かえってきたので～ 25 原因・理由

Ｍ ５（上下） Ａ 58 41 すばらしい選手になりそう。 14 予想・推定 Ｋ 1下 B 99 84 ねむそうだから～ 25 原因・理由

Ｍ ５（上下） Ｃ 172 44 気にかけてくれているみたい～ 14 予想・推定 Ｋ 1下 B 99 82 きずがあったので～ 25 原因・理由

Ｍ ６（上下） Ｂ 55 45 あまり知られていないらしいので～ 14 予想・推定 Ｋ 1下 B 100 82 ふくをきせてくれたので～ 25 原因・理由

Ｍ ６（上下） Ｂ 56 43 入ったかもしれないですね。 14 予想・推定 Ｋ ２上 Ａ 13 0 それで、～ 25 原因・理由

Ｔ 1下 Ｂ 49 0 まちがえずにひけて 15 否定 Ｋ ２下 B 97 78 なぜなら、～だからです。 25 原因・理由

Ｔ ２下 Ｂ 114 0 一どもつかまらなかったので～ 15 否定 Ｋ ４上 Ａ 13 80 写っているからです。 25 原因・理由

Ｔ ５下 B 28 52 なかなか見つかりません。 15 否定 Ｋ ４上 Ａ 13 77 なぜかというと、～からです。 25 原因・理由

Ｋ ３上 B 32 52 なかなか～ない。 15 否定 Ｋ ４下 B 91 80 提案したからだ。 25 原因・理由

Ｋ ６上 B 68 0 全く思わなかった。 15 否定 Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 21 75 だから、～ 25 原因・理由

Ｍ ４上 Ａ 30 50 何も決まっていない～ 15 否定 Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 22 0 人が多く入ったために山がよごされる～ 25 原因・理由

Ｍ ４上 Ａ 30 52 なかなか～ 15 否定 Ｍ ２上 言（Ｂ） 67 0 どうしてかというと、～からです。 25 原因・理由

Ｍ ５（上下） Ａ 57 52 なかなか起きられなくって～ 15 否定 Ｍ ２上 Ｃ 90 82 よく、わすれものをするので～ 25 原因・理由

Ｍ ５（上下） Ｃ 75 0 決してそのままにしない～ 15 否定 Ｍ ２下 Ｂ 31 0 どうしてかというと、～からです。 25 原因・理由

Ｋ ４下 Ａ 70 56 ～でしょうか。 16 問い Ｍ ２下 Ｂ 31 84 たずねたから～ 25 原因・理由

Ｍ ４下 Ｃ 23 58 たしかに、～。でも、～ 17 反論 Ｍ ２下 Ａ 46 0 それで～ 25 原因・理由

Ｋ ３上 B 68 61 きっと～にちがいない。 19 断定・確信 Ｍ ２下 Ｃ 61 77 なぜかというと、～からです。 25 原因・理由

Ｍ ３上 Ａ 33 0 きっとおこってしまいます。 19 断定・確信 Ｍ ３上 Ａ 33 82 顔をしていたので～ 25 原因・理由

Ｍ ３下 Ｂ 58 63 おいたはず～ 19 断定・確信 Ｍ ３上 Ｂ 84 0 きせつによるちがい～ 25 原因・理由

Ｍ ６（上下） Ｃ 91 63 いやなはずなのにね。 19 断定・確信 Ｍ ５（上下） Ａ 57 82 来るので～ 25 原因・理由

Ｍ ６（上下） Ｂ 145 61 表しているにちがいありません。 19 断定・確信 Ｍ ５（上下） Ｃ 75 0 ～。それで、～。 25 原因・理由

Ｍ ６（上下） Ｂ 187 61 ～だったにちがいない。 19 断定・確信 Ｍ ６（上下） Ｂ 55 82 あまり知られていないらしいので～ 25 原因・理由

Ｔ 1上 Ａ 92 65 ～なんて、すごいですね。 21 強調・驚き Ｍ ６（上下） Ｂ 187 77 なぜかというと、～からだ。 25 原因・理由

Ｔ ３上 Ｂ 81 65 おしゃべりするなんて、～ 21 強調・驚き Ｔ 1下 Ｂ 25 92 ぼうしがついているものもありました。 26 並列・累加・合説

Ｋ ３下 B 83 0 ～くて、～くて～ 21 強調・驚き Ｔ 1下 Ｂ 48 92 わたしも、どきどきしました。 26 並列・累加・合説

Ｋ ４下 Ａ 69 65 主人公になるなんて～ 21 強調・驚き Ｔ ２下 Ｂ 114 88 かくれたり、にげたり～ 26 並列・累加・合説

Ｋ ６上 B 67 0 なんと、～ 21 強調・驚き Ｔ ４上 B 103 0 特産品作りにも 26 並列・累加・合説

Ｋ ６上 B 68 0 漢字までまちがっておぼえていた。 21 強調・驚き Ｔ ４上 B 104 93 自分たちでもよくできたと思います。 26 並列・累加・合説

Ｋ ６上 B 69 0 書いてあるではないか。 21 強調・驚き Ｔ ４下 B 116 91 かわいいし～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ２上 Ｂ 35 65 五センチメートルものびるなんて～ 21 強調・驚き Ｔ ５下 B 29 0 それから～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ２上 Ｃ 91 65 ひとりでたびにでるなんて～ 21 強調・驚き Ｋ 1上 B 62 88 みぎへだしたり、ひだりへだしたりして、～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ２下 Ｂ 31 65 ～およげるなんて～ 21 強調・驚き Ｋ 1下 B 100 92 あたまもあらいました。 26 並列・累加・合説

Ｍ ３上 Ａ 32 0 なんと～ 21 強調・驚き Ｋ ２上 Ａ 13 88 バックしたり、～手をつないだりして、～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ３上 Ａ 32 65 道路をもち上げてわってしまうなんて～ 21 強調・驚き Ｋ ２下 B 96 0 それに～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ５（上下） Ｃ 75 0 イチローでも～ 21 強調・驚き Ｋ ４上 Ａ 13 91 ほほえんでいるように思えたし、～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ６（上下） Ｂ 187 0 自分まで～ 21 強調・驚き Ｋ ４下 Ａ 69 0
ただおもしろいというだけでなく、心の温かくなるものもありま
す。

26 並列・累加・合説

Ｔ ２上 Ｂ 77 0 水の中だと～ 22 仮定条件 Ｋ ４下 Ａ 70 88 流されたり、～飛んだりします。 26 並列・累加・合説

Ｔ ３下 Ｂ 26 72 向こうにつれていってくれるなら、～ 22 仮定条件 Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 21 0 ただ自然を楽しむだけでなく～ 26 並列・累加・合説

Ｔ ４上 Ａ 99 0 むちゅうになっても～ 22 仮定条件 Ｋ ６上 B 67 0 また、～ 26 並列・累加・合説

Ｔ ４下 B 116 68 大人になったら～ 22 仮定条件 Ｍ １上 Ｂ 87 92 ひらがなも～ 26 並列・累加・合説

Ｋ ２下 B 97 68 あと二年たったら～ 22 仮定条件 Ｍ １下 Ｂ 120 0 先生にも～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ３上 Ａ 33 67 ぼくだったら～ 22 仮定条件 Ｍ １下 Ｂ 120 93 いえでも～ 26 並列・累加・合説

Ｍ ４下 Ｃ 57 71 もしかしたら～ 22 仮定条件 Ｍ ２下 Ｂ 31 0 ほかにもあります。 26 並列・累加・合説

Ｍ ６（上下） Ａ 207 0 資格を取らないと～ 22 仮定条件 Ｍ ２下 Ｃ 62 88 つかったり、～きめたりしています。 26 並列・累加・合説

Ｔ 1下 Ｂ 25 0 さわると　つるつるしていました。 23 確定条件 Ｍ ３上 Ａ 33 0 ぼくにも～ 26 並列・累加・合説

Ｔ ２上 Ｂ 20 73 せなかをきってしまったら、～ 23 確定条件 Ｍ ３上 Ｂ 84 0 これからも～ 26 並列・累加・合説

Ｔ ２上 Ｂ 77 73 目をつぶっていたら、～ 23 確定条件 Ｍ ４下 Ｃ 116 90 わからないとか、体がはずんでくるとか～ 26 並列・累加・合説

Ｔ ２上 Ｂ 77 0 見てみると、～ 23 確定条件 Ｍ ５（上下） Ａ 59 0 それと～ 26 並列・累加・合説

Ｔ ３上 Ｂ 81 73 「　」と言ったら、「　」 23 確定条件 Ｔ 1上 Ｂ 85 0 さかなは　きもちよさそうでした。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｔ ３上 Ｂ 81 73 歌い終わったら～ 23 確定条件 Ｔ 1下 Ｂ 25 0 どんぐりには　いろいろなかたちや～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｔ ３上 Ａ 101 73 新かん線に乗ったら、～ 23 確定条件 Ｔ 1下 Ｂ 48 0 まちがえそうになったけれど 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｔ ３上 Ａ 101 73 長野駅についたら、～ 23 確定条件 Ｔ ２上 Ｂ 19 0 でも、はさみできるのは、～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｔ ４上 Ｂ 17 0 見つけるとすぐに、～ 23 確定条件 Ｔ ２上 Ｂ 19 0 いたそうでした。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ 1上 B 65 73 そっととばしたら、～ 23 確定条件 Ｔ ２上 Ｂ 77 108 わらっているみたい～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ 1上 Ａ 87 0 みみにあてると～ 23 確定条件 Ｔ ２上 Ｂ 77 0 どっちがおもしろいかおをするか、～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ 1上 B 111 0 ブラシでこすると～ 23 確定条件 Ｔ ３上 Ｂ 20 108 買ってきたものみたいにふわふわ～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ 1下 B 99 73 そうしたら～ 23 確定条件 Ｔ ３上 Ａ 101 0 二時間くらいです。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ 1下 B 100 73 手をはなしたら、～ 23 確定条件 Ｔ ４上 Ａ 99 110 時間を守れるようになった。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ ２下 B 13 0 おきると～ 23 確定条件 Ｔ ４上 Ａ 99 0 やめるのは～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ ２下 B 95 73 おぼえたら～ 23 確定条件 Ｔ ４上 Ａ 99 110 いっしょにおくようにしました。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｍ ２下 Ｂ 30 73 きいたら～ 23 確定条件 Ｔ ４下 B 116 0 楽しそう～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｍ ２下 Ｂ 119 73 声を出したら～ 23 確定条件 Ｔ ４下 B 116 110 ひけるようになりたい～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｍ ３上 Ｂ 84 73 発表したら、おどろいていました。 23 確定条件 Ｔ ５上 B 18 110 弟のように見えた～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｔ ２上 Ｂ 20 74 読んでみました。 24 試行 Ｔ ５下 B 28 110 ジャングルのように～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｔ ２上 Ｂ 77 74 見てみると、～ 24 試行 Ｋ 1下 B 41 94 いぬには、～。ねこには、～。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ ３下 B 83 0 お母さんにきいてみました。 24 試行 Ｋ 1下 B 41 110 ボールのように～ 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｋ ４下 Ａ 71 74 読んでみた～ 24 試行 Ｋ 1下 B 100 94 シャンプーは、～。シャワーは、～。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｍ ２上 Ｂ 35 0 においをかいでみる～ 24 試行 Ｋ ２上 Ａ 13 110 のれるようになりました。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｍ ４上 Ａ 32 0 話し合ってみてください。 24 試行 Ｋ ２下 B 42 110 むねがたいこのようにドンドン鳴った。 27 対比・類比・分説・選択・様態

Ｔ 1上 Ｂ 84 85 きゅうりがおおきくて、びっくりしました。 25 原因・理由 Ｋ ３上 B 32 108 雪だるまみたいになってしまいました。 27 対比・類比・分説・選択・様態

A：話す・聞く　B：書く　C：読む　言：国語の特質に関する事項表２－（２） T：東京書籍　K：教育出版　M：光村図書　表	２－（２）
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Ｋ ３下 B 42 111 まるで～大きななべに入ったような～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｋ ３下 B 84 132 病院に着くまでの～ 38 範囲・限定

Ｋ ３下 B 43 108 サボテンみたい。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｋ ５下 B 39 133 すぎてゆくだけなのに～ 38 範囲・限定

Ｋ ３下 B 43 110 けずるように食べている。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ４上 Ａ 30 133 言いたいことだけ～ 38 範囲・限定

Ｋ ３下 B 43 102 わたしより食べるのがはやい。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ４下 Ｃ 56 131 なかでも～ 38 範囲・限定

Ｋ ３下 B 83 101 とび上がりたいぐらいでした。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ６（上下） Ｂ 145 138 色ばかりが～ 38 範囲・限定

Ｋ ３下 B 84 0 生まれそうなので～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ６（上下） Ｂ 187 133 ～というだけで～ 38 範囲・限定

Ｋ ３下 B 85 109 もみじのような～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｔ ４上 Ａ 99 140 三十分まで～ 39 期限

Ｋ ３下 B 85 0 気持ちよさそうに～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ４上 Ａ 30 0 あと五分で～ 39 期限

Ｋ ４上 Ａ 13 110 ほほえんでいるように思えたし、～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｋ ４下 Ａ 71 141 太平洋戦争前から戦後にかけて～ 40 期間

Ｋ ４上 Ａ 13 0 とても冷たそうで～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ５（上下） Ａ 56 0 朝六時から七時まで～ 40 期間

Ｋ ４上 Ｂ 68 102 いつもより～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｔ 1上 Ａ 92 143 さんびきも　つかまえました。 41 程度

Ｋ ４下 Ａ 69 0 あるいは～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｋ ３上 B 32 143 三年もかかる～ 41 程度

Ｋ ４下 B 90 0 うれしそうに～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｋ ３下 B 84 143 何日もすぎて～ 41 程度

Ｋ ４下 B 91 96 喜んでいる様子ではなかった。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ２上 Ｂ 35 143 五センチメートルものびるなんて～ 41 程度

Ｋ ４下 B 92 0 不思議そうな顔～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ２上 言（Ｂ） 66 143 八十回も～ 41 程度

Ｋ ４下 B 92 0 いつもより～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ２上 Ｃ 90 143 三回も～ 41 程度

Ｋ ５下 B 38 102 いつもより～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ２下 Ｂ 30 143 二百メートルも～ 41 程度

Ｋ ６下 B 63 0 まるで～待っていたかのように～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ３下 Ｂ 58 0 聞こえないほど～ 41 程度

Ｍ １上 Ｂ 87 110 ぜんぶかけるようになりました。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ３下 Ｃ 112 0 こまってしまうほど～ 41 程度

Ｍ ２上 Ｂ 18 108 おふとんみたいでした。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ４上 Ｃ 20 0 すごく～ 41 程度

Ｍ ２下 Ｃ 62 110 つかえるようになりました。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ４上 Ｃ 74 0 悲しいことばになることがあります。 41 程度

Ｍ ３下 Ｃ 112 110 ソメコのように～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ５（上下） Ａ 57 0 たまに～ 41 程度

Ｍ ４下 Ｂ 69 0 それとも～ 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ５（上下） Ｃ 172 147 それほど～ 41 程度

Ｍ ６（上下） Ｂ 55 107 「」のほうがいいかな。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ６（上下） Ｂ 55 144 あまり知られていないらしいので～ 41 程度

Ｍ ６（上下） Ｂ 145 110 ふいているように見えます。 27 対比・類比・分説・選択・様態 Ｍ ６（上下） Ａ 207 143 三週間も～ 41 程度

Ｔ ２上 Ｂ 101 0 もう、なおったよ。 28 完了 Ｔ ３上 Ｂ 20 148 名前になったそうです。 42 伝聞

Ｔ ３上 Ｂ 20 116 やっとできるようになりました。 28 完了 Ｔ ３上 Ｂ 80 148 歌手になりたかったそうです。 42 伝聞

Ｔ ５下 Ａ 96 0 ようやく泣きやんで～ 28 完了 Ｔ ５上 B 18 148 ～というのだそうです。 42 伝聞

Ｋ ３下 B 85 116 やっと～になったばかりです。 28 完了 Ｋ ４下 Ａ 69 148 ～という意味があるそうです。 42 伝聞

Ｋ ４上 Ａ 13 116 やっと氷の上に出ることができた～ 28 完了 Ｍ ２下 Ｂ 30 148 およげるそうです。 42 伝聞

Ｋ ５上 B 66 116 やっと～ 28 完了 Ｍ ２下 Ｂ 30 148 だんだんじょうずになったそうです。 42 伝聞

Ｋ ２下 B 96 0 まだ三角形だったので～ 29 未完了 Ｔ ４上 B 103 158 協力していただきたいのです。 44 解説

Ｋ ４上 Ａ 13 0 まだ、～ 29 未完了 Ｋ ３下 Ｃ（Ｂ） 66 156 なんでも手に入るという～ 44 解説

Ｋ ４下 B 91 118 まだ～ない。 29 未完了 Ｋ ４上 Ａ 13 156 「」という題をつけました。 44 解説

Ｋ ５上 B 66 0 まだ～のままだ。 29 未完了 Ｍ ２上 Ｂ 35 156 「」ということばで～ 44 解説

Ｍ ２上 Ｂ 35 0 まだみどり色なのに～ 29 未完了 Ｍ ２上 Ｃ 91 156 もんもんびゃっこという～ 44 解説

Ｍ ５（上下） Ａ 57 0 まだ真っ暗で～ 29 未完了 Ｍ ２下 Ｂ 118 156 「スイミー」という～ 44 解説

Ｔ ４上 Ａ 99 120 しかられてからやめると～ 31 継起・順接 Ｍ ３下 Ｃ 112 156 ソメコという～ 44 解説

Ｔ ５下 B 28 0 すると～ 31 継起・順接 Ｍ ４下 Ｃ 23 0 取り落としたということは～ 44 解説

Ｋ 1下 B 41 121 そして～ 31 継起・順接 Ｍ ５（上下） Ａ 57 0 水泳とは～ 44 解説

Ｋ ３上 B 30 0 そこで～ 31 継起・順接 Ｔ ４上 B 102 160 伝統産業について～ 45 対象

Ｋ ３下 B 83 0 すると～ 31 継起・順接 Ｋ ４下 Ａ 70 160 対応などについて～ 45 対象

Ｋ ４下 B 92 0 すると～ 31 継起・順接 Ｍ ４上 Ａ 31 160 ～について～ 45 対象

Ｍ ２上 Ｂ 65 0 すると～ 31 継起・順接 Ｍ ５（上下） Ａ 56 160 水泳について～ 45 対象

Ｍ ５（上下） Ａ 57 120 練習してから～ 31 継起・順接 Ｋ ４下 B 44 0 また遊びに～ 46 頻繁・反復

Ｔ 1上 Ｂ 99 122 うたいながら　あるきました。 32 同時 Ｍ ２上 Ｃ 90 161 よく、わすれものをするので～ 46 頻繁・反復

Ｋ 1上 Ｂ 39 122 うたいながらきたんだ。 32 同時 Ｍ ２下 Ｃ 62 161 よく～ 46 頻繁・反復

Ｋ ３下 B 84 122 にこにこしながら～ 32 同時 Ｍ ６（上下） Ｂ 56 161 よく～ 46 頻繁・反復

Ｋ ５下 Ｃ＋Ｂ 21 122 教わりながら～ 32 同時 Ｍ ６（上下） Ｂ 186 0 ～するたびに～ 46 頻繁・反復

Ｍ １下 Ｂ 120 122 かきまぜながら～ 32 同時 Ｍ ６（上下） Ｂ 187 0 なにかというと～ 46 頻繁・反復

Ｍ ２上 Ｃ 91 122 わらいながら～ 32 同時 Ｍ ５（上下） Ａ 57 162 横山さんにとって～ 47 立場

Ｍ ２下 Ｂ 118 122 考えながら～ 32 同時 Ｍ ６（上下） Ｂ 145 0 かいたというよりも～ 48 要約・換言

Ｍ ３下 Ｂ 58 122 たたきながら～ 32 同時 Ｔ ３上 Ｂ 80 164 となりのせきになりました。 49 状態変化（結果）

Ｔ 1下 Ｂ 48 124 じゅんばんをまっているとき、～ 33 当該時点 Ｔ ３上 Ｂ 81 164 うれしくなりました。 49 状態変化（結果）

Ｔ ４上 Ａ 99 124 買ってもらったときに、～ 33 当該時点 Ｔ ３上 Ａ 101 164 行くことになった。 49 状態変化（結果）

Ｔ ５上 B 18 0 そのとき～ 33 当該時点 Ｔ ４上 Ｂ 17 164 悲しくなりました。 49 状態変化（結果）

Ｋ ３上 B 68 125 あとちょっとで手がとどくというところで、～ 33 当該時点 Ｔ ４上 Ａ 99 164 時間を守れるようになった。 49 状態変化（結果）

Ｋ ４下 B 45 0 立とうとしたら～ 33 当該時点 Ｔ ４上 B 103 164 調べることになりました。 49 状態変化（結果）

Ｍ ２下 Ｃ 61 0 そのとき～ 33 当該時点 Ｋ 1上 B 111 164 きれいになって～ 49 状態変化（結果）

Ｍ ３上 Ａ 32 0 歩いていると～ 33 当該時点 Ｋ ２上 Ａ 13 164 のれるようになりました。 49 状態変化（結果）

Ｋ ３下 Ｃ（Ｂ） 68 126 読んでいくうちに～ 34 経過 Ｋ ３上 B 32 164 雪だるまみたいになってしまいました。 49 状態変化（結果）

Ｋ ４下 B 44 128 広げたまま～ 35 継続 Ｋ ４上 Ａ 13 164 題をつけたくなりました。 49 状態変化（結果）

Ｋ ４下 B 45 0 ずっと続いた。 35 継続 Ｋ ４下 B 92 0 なみだがあふれてきた。 49 状態変化（結果）

Ｋ ５上 B 66 128 まだ～のままだ。 35 継続 Ｍ １上 Ｂ 87 164 いちねんせいになって～ 49 状態変化（結果）

Ｍ ２下 Ｂ 30 0 ずっと～ 35 継続 Ｍ １上 Ｂ 87 164 ぜんぶかけるようになりました。 49 状態変化（結果）

Ｔ ４下 B 115 129 四年生になったばかりのころ～ 36 直後 Ｍ ２下 Ｂ 30 164 だんだんじょうずになったそうです。 49 状態変化（結果）

Ｋ ２下 B 95 129 転校してきたばかりなのに～ 36 直後 Ｍ ２下 Ｃ 62 164 つかえるようになりました。 49 状態変化（結果）

Ｋ ３下 B 85 129 やっと～になったばかりです。 36 直後 Ｔ ４上 Ｂ 16 165 朝から～ 50 起点・視点・自発

Ｋ ４下 B 91 129 手術をしたばかりで～ 36 直後 Ｔ ４上 Ａ 99 165 自分から時間を守って～ 50 起点・視点・自発

Ｍ ３上 Ａ 33 0 はこから出してすぐ～ 36 直後 Ｔ ４上 B 103 165 昔から～ 50 起点・視点・自発

Ｔ ３上 Ｂ 105 0 クラスごとに、～ 37 区分 Ｋ ２下 B 96 165 見ていた人から～ 50 起点・視点・自発

Ｍ ２下 Ａ 46 130 二だんずつ～ 37 区分 Ｋ ３上 B 30 165 午後二時から～ 50 起点・視点・自発

Ｔ 1下 Ｂ 48 132 さいごまで 38 範囲・限定 Ｍ １下 Ｃ 15 165 木の上から～ 50 起点・視点・自発

Ｔ ３上 Ａ 101 133 わたしだけ 38 範囲・限定 Ｍ ２下 Ｂ 30 165 四さいのときから～ 50 起点・視点・自発

Ｔ ３上 Ｂ 105 0 一年生から六年生まで、～ 38 範囲・限定 Ｍ ６（上下） Ｃ 41 165 人から見た動物～ 50 起点・視点・自発

Ｋ 1下 B 59 0 足からあたまの先まで～ 38 範囲・限定 Ｔ 1下 Ｂ 99 166 空にむかってとばしたよ。 51 方向

Ｋ ２上 Ａ 13 138 ころんでばかりいましたが、～ 38 範囲・限定 Ｔ ５下 B 28 0 あきらのほうに～ 51 方向

Ｋ ３下 Ｃ（Ｂ） 66 138 ふしぎなものばかり～ 38 範囲・限定
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